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１　はじめに
野菜の加工・業務用需要の割合は、昭和

50年頃は全需要量の４割程度であったが、
食の外部化の進展などにより、平成22年
には６割近くまでに増加している。

一方、国産野菜の供給については、その
過半が家計消費用に仕向けられている中
で、今後増加が見込まれる加工・業務用需
要に対する安定的な供給体制を確立するこ

とが課題となっている。
このため、当機構では、18年度から野

菜流通カット協議会との共催により、加
工・業務用野菜産地と実需者との交流会

（通称：国産野菜の契約取引マッチング・
フェア）を開催している。今度、第26回
目となる交流会を去る３月15日、東京流
通センター（東京都大田区）において開催
したので、その概要を紹介する（写真１）。

調査･報告

第26回加工・業務用野菜産地と
実需者との交流会の概要

野菜業務部直接契約課

【要約】

当機構は、平成28年３月15日、東京都大田区の東京流通センターにおいて第26回とな
る加工・業務用野菜産地と実需者との交流会を、野菜流通カット協議会との共催により開
催した。全国各地から多彩な127の事業者・団体が出展し、生産者と実需者との特別商談
会では、77件の商談会が行われた。

写真１　オープニングセレモニーの様子
左から、野菜流通カット協議会　木村会長、有限会社トップリバー　嶋﨑代表取締役、
齋藤農林水産副大臣、有限会社橋場農園 橋場代表取締役、機構 宮坂理事長



66野菜情報 2016.5

２　127の事業者・団体が出展　 
〜出展ブース〜

今回は、127の事業者・団体（生産者
団体11、生産者50、流通業者25、加工
業者18、種苗会社13、植物工場６、その
他４）の出展となり、全国から多彩な参加
者が顔をそろえた。初出展者は38の事業
者・団体（生産者団体３、生産者20、流
通業者７、加工業者８）と全体の約３割を
占めた。一方、来場者も815名と多数迎え、
各ブースや商談スペースでは、商談が盛ん
に行われた（写真２）。

また、齋藤　健 農林水産副大臣が来場
され、オープニングセレモニーで来賓のあ
いさつをいただいた。その後、齋藤副大臣
は、会場内を視察され、各ブースでは出展

者と熱心な意見交換をされていた（写真
３）。

以下、いくつかの出展者の概要を紹介す
る。

（１）生産者団体
高知県園芸農業協同組合連合会（高知県）

は、県内で生産された土佐甘とう（別名
「ジャンボししとう」）、にら、青ねぎ、なばな、
葉にんにく、みょうが、ズッキーニ、土佐
文旦など、園芸主産県ならではの多様な品
目を展示した。これらの品目は、形や大き
さなどから市場流通になじまないものなど
も、トレー、袋、バラなどに小分けした販
売と併せて加工・業務用としても販売する
など販路拡大を図っていた。また、県内産
のしょうがやゆずを使った加工品について、
さまざまな需要や用途、販売先に応じて、
包装資材や加工形態を工夫するなど付加価
値を付けた販売を行っていた（写真４）。

（2）生産者
株式会社旦

た

千
ち

花
ばな

（千葉県）は、自社農場
で自然酵素農法により栽培した江戸菜、紫
こまつな、赤みずな、金美人参を展示した。
江戸菜は、こまつなから生まれた新品種で

写真４　 高知県園芸農業協同組合連合会の
展示品（土佐甘とう、にらなど）

写真２　来場者でにぎわう会場内

写真３　 会場内を視察される齋藤健 農林水
産副大臣
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あるが、さらに自社で独自に改良し、栽培
方法までこだわってオリジナルブランドと
して販売している。この江戸菜は、茎がき
れいな赤（紫）色をしている赤みずな、１
本の重量が800グラムから1.5キログラム
もある大江戸スカッシュ（ズッキーニ）と

ともに商標登録されている。これらの野菜
は、レストランなどの外食産業に出荷され
ている他、自社直営店や直売のマルシェな
どで販売され、好評を得ているという（写
真５）。

株式会社ミスズライフ（長野県）は、カッ

トぶなしめじとベビーリーフを展示した。
カットぶなしめじは、石づきの部分をあら
かじめ取り除いてあり、石づきを取り除く
手間とごみの量を削減できるという利便性
から、多くの利用者から支持を得て、毎年
生産量が増加しているという。また、同社

ではぶなしめじ生産後の培地と石づき部分
を有効活用できないか試行錯誤を行い、こ
れらを再処理して堆肥化する技術を確立し
た。この堆肥を利用してベビーリーフなど
の野菜の生産を行うなど、循環型農業にも
積極的に取り組んでいる（写真６）。

写真５　株式会社旦千花の展示品（江戸菜、紫こまつな、赤みずななど）

写真６　株式会社ミスズライフの展示品（カットぶなしめじとベリーリーフなど）
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（３）流通業者
株式会社デュアルバランス（愛知県）は、

次世代施設園芸加速化支援事業の愛知拠点
として豊橋市に建設されている植物工場で
栽培予定のミニトマト２品種を展示した。
鮮やかな赤色のミニトマト（写真7の左側）
はリコピン、オレンジ色のミニトマト（同
写真の右側）はカロテンといった機能性成
分を豊富に含んでおり、市場ニーズが見込
めるとしてこの２品種を選定したという。
この植物工場では、水処理場の放流水など
を使用し、発電した熱エネルギーを温室暖
房に利用することで暖房コストを削減する
とともに、工場を３区画に分けて周年栽培
することで、一年を通して安定的にミニト
マトを出荷できるという（写真７）。

株式会社オキス（鹿児島県）は、自社農
場をはじめ、地元契約農家との連携により
生産しただいこん、にんじん、キャベツ、
かんしょなどのさまざまな農産物に加え、
約20キログラムもある鹿児島特産の桜島
大根を展示し、多くの来場者の目を引いて
いた。また、同社では、にんじん、だいこ
ん、ごぼう、れんこん、しょうがなどの乾
燥野菜も製造しており、この商品も併せて

展示した。味噌汁の具、きんぴらごぼう、
炊き込みご飯などの料理に合わせて乾燥野
菜をミックスして袋詰めにした商品が、袋
から出してそのまま使える簡便性から消費
者に好評だという。また、乾燥野菜の袋詰
めは、常温で長期保存ができ、かつ、かさ
ばらずに輸送しやすいため、国内をはじめ、
シンガポールなどにも輸出されている（写
真８）。

（４）加工業者
明陽食品工業有限会社（福島県）は、農

産物の受託加工事業を中心としており、今
回は自社製のジャムの他、受託加工により
製造したドレッシング、ゼリー、トマトソー
ス、ジャムなどの加工品を展示した。地域
振興などを目的として、トマト、にんじん、
たまねぎなどを原料とするドレッシングな
どの委託加工の依頼が増加しているとい
う。また、最近では瓶詰めのかんしょやか
ぼちゃの豆乳仕立てのポタージュなども消
費者から好評だという。２年前の第23回
交流会（札幌開催）では、北海道内の生産
者との取引が生まれるなど、本交流会を
きっかけに新たな取引が広がっているとい
う（写真９）。

写真７　 株式会社デュアルバランスの展示
品（ミニトマト）

写真８　 株式会社オキスの展示品（桜島大
根など）
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富士食品工業株式会社（群馬県）は、業
務用・家庭用のもやしと、数多くのカット
野菜を展示した。創業当初は主にもやしを
取り扱っていたが、現在は、市場の需要が
高まっているカット野菜も幅広く取りそろ
えている。焼きそばなど加熱調理用のもの

や、洗わずにドレッシングなどをかけてそ
のまま食べられるサラダ用のもの、袋詰め
のものやプラスチック容器詰めのものな
ど、利用者や販売店舗のニーズに応じて、
さまざまな形態のカット野菜を展開してい
る（写真10）。

（５）種苗会社
株式会社渡辺採種場（宮城県）は、種苗

会社として数多くの種子や苗を取り扱う中
で、加工・業務用野菜として人気のあるト
マト、かぼちゃ、こまつなを展示した。ミ
ニトマトと大玉トマトのうまさを持った糖
度が高い中玉トマト「Mr 浅野のけっさ
く」、省力栽培ができて収量性が高く加工・

業務用として適しているかぼちゃ「ほっと
け栗たん」、株張りが良く収量性が高く食
感が優れていて、従来のこまつなより葉が
縮んでいるちぢみこまつな、大株にしても
茎が固くならず漬け物として加工できる加
工用こまつな「河北」といった特徴的な品
種が並べられ、これらの試食品も提供され
た（写真11）。

写真９　明陽食品工業有限会社の展示品（ドレッシング、ゼリーなど）

写真10　富士食品工業株式会社の展示品（もやし、カット野菜）
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（６）植物工場
小林クリエイト株式会社（静岡県）は、

昭和12年に国産初の計測機器向け記録紙
事業を創業して以来、印刷技術を核として
医療・ヘルスケア関連など事業領域を拡大
してきた。平成25年に既存の富士工場を
転用した植物工場でリーフレタスやベビー
リーフの栽培を開始した。この植物工場は、
完全閉鎖型で完全人工光と液体肥料による
水耕栽培のため、全く農薬を使わずに栽培
することができ、それぞれの野菜に合わせ
た最適な温度・湿度・養液・光条件などの
栽培環境を自動制御することで、天候に左
右されずに1年間を通して安定的に商品を
供給することが可能という（写真12）。

３　特別商談会の開催　 
〜77件の個別の商談を実施〜

具体的な商談と成約を後押しするため、
予約制の「特別商談会」を実施した。この
商談会は、あらかじめ実需者および出展者
の双方から商談を希望する相手先を募り、
これを基に商談の場をセット（マッチン
グ）するもので、今回、実需者９者と出展
者32者が参加し、77件の商談が行われた

（写真13）。

４　事業説明、セミナー・意見交換会も盛況 
〜セミナー会場〜

当機構では、平成14年度以降、野菜の
契約取引における生産者リスクを軽減する
ため、契約野菜安定供給事業などを実施し
ている。

本交流会では、会場内に設けられたセミ
ナー会場において、農林水産省および機構
担当者から、６次産業化法の認定を受けた
リレー出荷に取り組む生産者に対する契約
野菜安定供給事業の特例措置などやセーフ
ティネット対策としてのモデル事業など契
約野菜関連事業についての説明を行った

（写真14および15）。

写真11　 株式会社渡辺採種場の展示品（ト
マト、かぼちゃ、こまつななど）

写真12　 小林クリエイト株式会社の展示
品（リーフレタス、ベビーリーフ）

写真13　 生産者と実需者が熱心に商談を
行う特別商談会
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また、同会場では、野菜流通カット協議
会主催の「野菜産地と実需者によるセミ
ナー・パネルディスカッション」が開催さ
れ、約200名もの参加があった。産地側
からは、「ＪＡやつしろの水田利用による
加工・業務用野菜の取り組み」として、八
代地域農業協同組合 中央営農センター係
長 富永隆裕氏が、実需者側からは、「横浜
丸中青果の加工・業務用野菜への取り組み
と課題」として、横浜丸中青果株式会社 

取締役主管 岡田貴浩氏が、流通側からは、
「青果物の流通をめぐる状況」として、農
林水産省政策研究所上席研究官 小林茂典
氏がそれぞれ話題提供した。

その後のパネルディスカッションでは、
加工・業務用野菜や契約栽培に関しての産
地側および実需者側双方からみた悩み、課
題、要望について、活発な意見交換が行わ
れ、参加者は熱心に耳を傾けていた（写真
16および17）。

写真14　 農林水産省からは、リレー出荷の
特例措置について説明

写真15　 機構からは、契約野菜安定供給事
業などについて説明

写真16　野菜流通カット協議会主催のセミナーの様子
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５　おわりに
加工・業務用野菜に対する産地側、実需

側双方のニーズの高まりを受けて、本交流
会は回を追うごとに活発になってきてい
る。

加工・業務用野菜の取引と生産の拡大を
図るため、当機構では、野菜の契約取引に
おける生産者のリスクを軽減する契約野菜
安定供給事業や、収入確保のためのセーフ
ティーネット対策としてのモデル事業に加

え、平成26度からは、加工・業務用野菜
の生産に取り組む産地の基盤強化を支援す
る補助事業にも取り組んでいる。産地と実
需者とのマッチングの場を提供するものと
して、本交流会についても今後ともしっか
り開催していきたいと考えている。

最後に、本交流会を開催するに当たり、
出展者や来場者の募集、周知などに多大な
ご協力を頂いた関係者の皆様方に、この場
を借りて厚く御礼を申し上げる。

写真17　野菜流通カット協議会主催のパネルディスカッションの様子

◦パネラー　　　　　八代地域農業協同組合 中央営農センター 係長　富永 隆裕 氏
　　　　　　　　　　横浜丸中青果株式会社 取締役主管　岡田 貴浩 氏
　　　　　　　　　　農林水産省 政策研究所 上席研究官　小林 茂典 氏 
　　　　　　　　　　農林水産省 園芸流通加工対策室 課長補佐　宇井 伸一 氏
◦コーディネーター　一般社団法人 ＪＣ総研 客員研究員　仲野 隆三 氏

○　出展者一覧（順不同、敬称略）
【生産者団体】
阿波市農業生産法人協会、鹿児島県経済農業協同組合連合会、倉敷かさや農業協同組合／
Ａ＆Ｓ、高知県園芸農業協同組合連合会、佐賀県農業協同組合、全国農業協同組合連合会 
京都府本部、日本ブランド農業事業協同組合、東近江市フードシステム協議会、ふかや農
業協同組合、みどりの農業協同組合、宮崎県経済農業協同組合連合会

【生産者】
有限会社アーバンファーム、アイ・エス・フーズ株式会社、朝倉物産株式会社、糸萱かぼ
ちゃ生産者組合、石川園、茨城県農産物マッチングサイト（株式会社アグリニューウイン
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ズ／エコファーム大谷／笠間アグリビジネスネットワーク協議会／ Kamos）、茨城県農
産物マッチングサイト（株式会社ハラキン／有限会社ナガタフーズ／山口ファーム）、株
式会社いばらき農流研、いわき農園、株式会社雲仙きのこ本舗、エコファーム星山、株式
会社エヌシップ、鹿児島高槻電器工業株式会社、株式会社カネク くよもん農園、川越い
も農場 島田屋総本家、株式会社喜界島薬草農園、行者菜生産グループ、有限会社コウヤマ、
こと京都株式会社、坂上農園、株式会社さかうえ、農事組合法人佐久産直センター、有限
会社佐野ファーム、農事組合法人サンエスファーム、農業生産法人 有限会社新福青果、
株式会社スギヨファーム、株式会社鈴生、農事組合法人大日本伝承野菜研究所、株式会社
タカヒコアグロビジネス、株式会社旦千花、株式会社立久井農園、つくばのやさい畑、株
式会社Tedy、有限会社トップリバー、農事組合法人ドリームマッシュ、有限会社永山製茶、
南総ナバナネット、株式会社農テラス、有限会社橋場農園、百姓百品株式会社、株式会社
兵庫ネクストファーム、有限会社舟形マッシュルーム、株式会社北海道サラダパプリカ、
有限会社丸浅苑、株式会社ミスズライフ、最上地域雇用創造推進協議会、有限会社森ファー
ムサービス、株式会社野菜くらぶ／グリンリーフ株式会社、株式会社山本きのこ園、有限
会社渡辺商店

【流通業者】
株式会社あらき、飯山中央市場株式会社、株式会社井上商店、AOC合同会社、株式会社オー
ガニック・ヘルス・コミュニケーションズ、株式会社オキス、有限会社グランジャ、株式
会社グリーン・ウィル、高知県特産品販売株式会社、国分青果、株式会社ジャパンポテト、
農業生産法人 有限会社新家青果、全国地養菜協会、株式会社創風土、株式会社丹波屋、
株式会社デュアルバランス、東京富永商事株式会社、ナラサキ産業株式会社、Neeth株
式会社、株式会社農業総合研究所、ハートファーム株式会社、株式会社ブレスト、ベス・マッ
プ（VESMAP)、有限会社マスターフード、有限会社丸富青果

【加工業者】
有限会社インターナショナルプロダクト、株式会社きずな農場、クラカグループ（倉敷青
果荷受組合)、株式会社健食、桜乳業株式会社、サンポー食品株式会社、有限会社自然館、
ジャパン・イマジネーション・フーズ株式会社、株式会社しらかわ五葉倶楽部、ＪＡ全農
ぐんま青果物一次加工センター、西村青果株式会社、株式会社フードタッチ、富士食品工
業株式会社、株式会社ベストグロウ、株式会社mamato、明陽食品工業有限会社、株式会
社LIKE TODO JAPAN製薬、農業生産法人 有限会社緑商

【種苗会社】
カネコ種苗株式会社、株式会社サカタのタネ、タキイ種苗株式会社、株式会社トーホク、
ナント種苗株式会社、パイオニアエコサイエンス株式会社、丸種株式会社、みかど協和株
式会社、株式会社武蔵野種苗園、株式会社大和農園、横浜植木株式会社、株式会社渡辺採
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種場、渡辺農事株式会社

【植物工場】
東海運株式会社 AZUMA FARM三重、有限会社安全野菜工場、オリックス農業株式会社、
小林クリエイト株式会社、株式会社サラダコスモ、株式会社野菜工房

【その他】
鹿児島市（生産流通課）、株式会社つくば分析センター、野菜流通カット協議会、独立行
政法人農畜産業振興機構

※出展者の詳細情報については、機構ＨＰ上の「交流会コーナー／野菜契約取引マッチン
グ・ゲート」をご参照ください。

URL：http://www.alic.go.jp　 alic 交流会  で検索




